
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
の
た
め
、
組
合

の
確
定
申
告
相
談
も
４
月

１
５
日
ま
で
延
期
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

【
用
意
す
る
も
の
】

①
昨
年
の
売
上
げ
、
経
費

が
わ
か
る
も
の
。
自
主
計

算
書
の
な
い
人
は
事
務
所

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ

て
き
た
ハ
ガ
キ
・
封
筒

③
扶
養
家
族
の
氏
名
、
生

年
月
日

④
昨
年
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
の

金
額

⑤
医
療
費
の
領
収
書
。
生

計
が
同
じ
家
族
の
分
も

合
算
で
き
ま
す
。

⑥
妻
、
子
供
の
収
入
金
額

⑦
国
民
年
金
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

⑧
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
、
前
年
申
告
書
控

⑨
住
宅
を
購
入
又
は
増
改

築
し
た
人
は
組
合
に
問

合
せ
を
。

【
平
日
の
相
談
会
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

ま
で
組
合
事
務
所
で
。
夜

間
も
対
応
可
。
完
全
予
約

制
で
す
。
必
ず
事
前
に
電

話
を
く
だ
さ
い
。

ま
た
出
た
「
一
発

取
消
」
の
ウ
ワ
サ

誰
が
な
ん
の
目
的
？

今
年
に
入
り
複
数
の
組

合
員
か
ら
、
道
交
法
改
正

に
よ
り
過
積
載
１
０
割
超

過
で
１
５
点(

取
消)

に
な

る
の
か
と
い
う
問
い
合
わ

せ
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
免
許
セ
ン
タ
ー

の
講
習
で
聞
い
た
と
い
う

人
も
。
完
全
な
デ
マ
で
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
デ

マ
定
期
的
に
出
て
き
ま
す
。

誰
か
の
願
望
な
の
で
し
ょ

う
か
。

２０２１年３月２５日 Ｎｏ２３２

◎
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
第
４
波
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
無
症
状
者
に
よ
る
感
染
拡
大
に
最
も
有
効
な
の
が
大
規
模
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
す
。
政
府
は
い
ま
こ
そ
定
期
的
な
大
規
模
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
す
。
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◎4月18日宇都宮市内でコロナ禍で困窮する青年・学生への食糧支援「第2回もってけ市」開催。お米、缶詰、乾麺等の提供をお願いします。

3月7日組合事務所での相談会

国交省が「ダンプ一
人親方は不適正」？

国土交通省の「建設業の一人親

方問題に関する検討会」は3月9日

中間方針案を公表しました。

このなかで国交省は、職種別に

一人親方としての就労を例示しダ

ンプが「不適正」と解釈される表

現をしています。

関東ダンプでは3月17日、関東地

方整備局に「個人持ちダンプの就

労を拒否する口実になる」と指摘、

本省への上申を求めました。

政
府
は
現
時
点(

３
月
２
３

日)

で
は
東
京
五
輪
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

し
か
し
世
論
調
査
で
も
明

ら
か
な
よ
う
に
国
民
の
半
数

以
上
が
中
止
・
再
延
期
を
求

め
て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
コ

ロ
ナ
感
染
者
数
は
下
げ
止
ま

り
微
増
傾
向
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
遅
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
政
府
が
や
る
べ
き
は
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
で
す
。

【
期
間
中
都
内
道
路
は
】

開
催
期
間
は
７
月
２
３
日

(

金)

〜

８
月
８
日(

日)

と

さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
都
内
を
中
心
に
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
事
を
休
止
す
る
現
場
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

都
内
に
乗
り
入
れ
す
る
組

合
員
は
開
催
期
間
中
休
業
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

・
組
合
員
高
橋
徹
さ
ん

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
仕
事

が
増
え
る
と
思
っ
た
け
ど
ま
っ

た
く
関
係
な
か
っ
た
。
夏
場

は
お
盆
で
稼
働
が
少
な
い
の

に
開
催
し
た
ら
１
か
月
は
無

収
入
に
な
る
。
国
が
補
償
し

て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、

そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ん
か
や
っ
て
る
場

合
じ
ゃ
な
い
と
思
う
」
。30年以上にわたって支部の役員を務めてきた郡士さん(左)か

ら山口ジョニーさん(ハワイ生まれ青森育ち)にバトンタッチ

東
成
資
材
支
部
で
３
０

年
以
上
役
員
と
し
て
組
合

事
務
所
と
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
き
た
郡
士
稔
さ
ん

が
引
退
を
決
意
、
後
任
と

し
て
山
口
ジ
ョ
ニ
ー
さ
ん

が
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

東
成
資
材
支
部
は
職
場

の
親
睦
を
重
視
し
て
、
毎

年
新
年
会
な
ど
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
に
。

郡
士
さ
ん
は
退
職
者
で

も
組
合
に
継
続
加
入
で
き

る
「
ゴ
ー
ル
ド
組
合
員
」

と
し
て
仲
間
を
支
援
し
ま

す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。



東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
１
０
年
。
福
島
第
一

原
発
の
爆
発
事
故
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
い

ま
だ
帰
還
困
難
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
大
熊
町
、

双
葉
町
。

二
月
十
一
日
〜
十
二
日

特
別
許
可
を
受
け
て
立
ち

入
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

震
災
発
生
以
降
、
原
発

被
災
地
で
の
活
動
内
容
は

年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
が
れ
き
の
撤
去

や
泥
出
し
な
ど
が
主
な
作

業
で
し
た
が
、
被
災
者
の

遠
隔
地
で
の
避
難
生
活
が

長
く
な
る
に
つ
れ
、
荒
れ

放
題
の
自
宅
家
財
撤
去
や

屋
敷
林
の
伐
採
な
ど
の
依

頼
が
増
え
、
帰
還
を
あ
き

ら
め
る
被
災
者
が
増
え
て

き
た
印
象
で
す
。

こ
の
日
の
作
業
も
敷
地

内
の
杉
や
竹
林
の
伐
採
で

し
た
。
す
で
に
家
屋
は
解

体
さ
れ
依
頼
者
は
避
難
先

で
生
活
し
て
い
ま
す
。

国
は
莫
大
な
税
金(

※)

を
投
入
し
て
放
射
能
の
除

染
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

作
業
範
囲

は
居
住
エ

リ
ア
な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
来
国
と
東
京
電
力

が
や
る
べ
き
作
業
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

作
業
中
は
い
ま
だ
線
量

計
の
携
行
を
義
務
付
け
ら

れ
区
域
か
ら
出
る
時
積
算

線
量
を
記
録
さ
れ
ま
す
。

伐
採
し
た
幹
、
枝
葉
は
汚

染
土
を
入
れ
る
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
に
入
れ
残
置
し
ま

す
。
代
々
大
切
に
育
て
ら

れ
防
風
林
と
し
て
家
を
守
っ

て
き
た
屋
敷
林
は
、
こ
の

日
ほ
ぼ
皆
伐
さ
れ
ま
し
た
。

【
福
島
を
忘
れ
る
】

震
災
１
０
年
を
迎
え
、

マ
ス
コ
ミ
は
大
量
の
関
連

報
道
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
福
島
に
隣
接
す

る
栃
木
県
内
で
す
ら
震
災

の
記
憶
は
年
々
薄
れ
て
い

ま
す
。
１
０
年
を
機
に
忘

却
は
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

福
島
第
一
原
発
で
つ
く

ら
れ
た
電
力
は
関
東
圏
に

送
電
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
便
利
で
快
適

な
生
活
が
、
福
島
や
新
潟

の
原
発
に
依
存
し
て
き
た

こ
と
を
い
ま
あ
ら
た
め
て

記
憶
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
事
故

か
ら
１
０
年
が
経
過
し
て

も
い
ま
だ
脱
原
発
を
国
の

基
本
政
策
に
で
き
な
い
現

実
を
真
摯
に
反
省
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

野
党
は
「
原
発
ゼ
ロ
基

本
法
案
」
を
国
会
に
提
出

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
与

党
は
審
議
を
拒
否
し
て
い

ま
す
。

今
秋
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
衆
議
院
総
選
挙
は
、
脱

原
発
を
実
現
す
る
う
え
で

も
極
め
て
重
要
な
選
挙
で

す
。

ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン

◎
井
上
仁
志
さ
ん

建
築
現
場
な
ど
で
資
材

を
釣
り
上
げ
る
と
き
活
躍

す
る
の
が
ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー

ン
。
井
上
さ
ん
は
個
人
で

ミ
ニ
ラ
フ
タ
ー
を
所
有
し

働
く
唯
一
の
組
合
員
で
す
。

ミ
ニ
ラ
フ
タ
ー
の
特
徴

は
住
宅
地
な
ど
狭
い
現
場

で
も
入
れ
る
こ
と
。
と
は

言
え
そ
の
操
縦
は
熟
練
を

要
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
右
側
の
パ
ネ

ル
に
あ
る
の
が
特
有
の
ス

テ
ア
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
。

前
後
の
タ
イ
ヤ
を
逆
方
向

に
操
縦
す
る
こ
と
に
よ
り

回
転
半
径
が
小
さ
く
な
り

狭
い
場
所
で
の
作
業
を
可

能
に
し
ま
す
。
重
量
物
を

吊
る
た
め
作
業
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。
ひ
と

つ
間
違
え
ば
ク
レ
ー
ン
下

に
い
る
作
業
員
の
命
に
か

か
わ
り
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
運
送
会
社

で
長
年
キ
ャ
リ
ア
を
積
み

独
立
し
ま
し
た
。

仕
事
量
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
す
が
、
安
全
第
一
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

２０２１年３月２５日 Ｎｏ２３２

◎
四
月
十
一
日
は
佐
野
市
長
選
挙
、
佐
野
市
議
選
挙
。
現
職
岡
部
市
長
は
全
国
市
長
の
な
か
で
最
高
齢
８
２
歳
・
５
期
目
を
め
ざ
す
と
か
。
記
者
会
見
で
多
選
批
判
に
つ
い
て
「

多
選
だ
か
ら
こ
そ
市
民
に
恩
返
し
が
で
き
る
」
と
反
論
。
←

返してもらうような恩を売った記憶もないので結構ですと言いたい。 (※)5兆6千億円に膨らんだ“除染マネー”は次世代の負債に。

新築現場で資材を釣り上げているところ。

作業員の動き、交通状況、電線の位置や風

力など細心の注意が必要です。

左側面の視界が制限されるためモニター画面

(ハンドル左下)で死角をカバーします。

操作に集中する井上さん。県内では数少ない

個人でラフタークレーンを所有する専門職。

獣も盗人も興味を示さない商品が10年間放

置されていた。一時帰宅して片付け作業も

できない被災者の窮状を想像する。(2/12

双葉町)

崩壊したままの住居(2/12双葉町)

国、東電がやるべき伐採作業(2/11大熊町)

【
編
集
後
記
】

・
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
確

定
申
告
相
談
。
組
合
員
家

族
の
還
付
請
求
も
含
め
現

在
約
３
１
０
人
。
昨
年
実

績
か
ら
推
計
す
る
と
あ
と

８
０
人
程
度
。
感
染
対
策

に
ご
協
力
い
た
だ
き
現
在

の
と
こ
ろ
感
染
者
は
い
ま

せ
ん(

多
分)

。

・
申
告
相
談
期
間
は
組
合

員
の
厳
し
い
現
実
に
向
き

合
う
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
の
減
少
、
病
気
、

親
の
介
護
、
配
偶
者
、
子

供
の
失
業
等
々
、
み
ん
な

コ
ロ
ナ
禍
を
懸
命
に
生
き

て
い
ま
す
。

・
首
相
の
ご
子
息
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
行
っ
て
自
力
で

懸
命
に
生
き
た
ほ
う
が
い

い
。
も
う
パ
パ
か
ら
の
援

助
は
期
待
で
き
な
い
、
と

思
う
の
は
甘
い
か
。


